MINISTOCK　61　
東京ＲＣ創立に尽力した福島喜三次は、わずか２回ほど例会に出席した後、会社の転勤で大阪に赴任しました。これを機に関西財界にもロータリーに関する関心が高まり､1922年に英米訪問実業団の一員として渡米した星野行則がシカゴまで足を伸ばし、そこでチェスリー・ペリーＲＩ事務総長から、ロータリー、とくに新組織ＲＩについての最新情報を伝授されました。

このときＲＩから大阪にＲCを設立する全権を委嘱された星野は、福島とともに創立準備を進め、1922年11月17日に中之島大阪ホテルに集まったチャーターメンバー25名によって創立総会が開催されました。会長に星野行則、副会長に村田省三、幹事は福島喜三次が選出されました。翌1923年2月10日にＲＩから加盟認証を受けました（登録番号1349）が、東京から２年の間に500番増えていることは驚きです。大阪ＲＣもＲＩの直接指導によるＲＩ直轄クラブとして誕生したので、スポンサー・クラブも特別代表も存在しません。　

MINISTOCK　6２
　東京ＲＣの会員は、米山梅吉が選んだ国際感覚を有する一流の財界人で、ポール・ハリスがシカゴに最初にロータリーをつくったときのような、大都市の孤独に悩まされていた者は一人もいませんでした。米国の先輩クラブに負けてはなるまいと、整然とした例会を運営し、英文の会報を発行して各地に送るなど、その存在を知らしめたのでした。

　一方、大阪ＲＣは、ＲＩチェスリー・ペリーからの直伝である星野の几帳面さと、福島の豊富な経験から、まずは親睦から始めて、それを例会出席に繋げました。当時としては珍しかった家族同伴の小旅行や運動会、趣味の同好会を催して、楽しいクラブとしての団結と評判を勝ち取りました。ロータリーの理念やクラブ運営などを日本社会の実情と調和させるべく、いち早く定款その他を翻訳し、日本語のロータリーソングなどをつくったりしました。

当時の上海ＲＣでは75％を欧米人が、マニラＲＣでは94％を外国人が占めていましたが、注目すべきは、東京・大阪の創立会員の全てが日本人でした。

MINISTOCK　6３
　1923年（大正12年）は、ＲＩ成立の翌年で、ロータリー活動の方針を巡る騒動から、決議23-34が発動された年でした。

　わが国では、この年の9月1日、関東大震災が発生しました。被害は東京府、神奈川、千葉、埼玉、静岡県に広がり、被災者190万人、死者10.5万人，全壊10.9万棟、全焼21.2万棟（後日集計）に及びました。

　東京全壊の報が世界に発信されたとき、迅速な対応を行ったのがＲＩでした。9月4日、ＲＩガイ・ガンディカー会長から、お見舞いと支援申し出の電報が届きました。東京が壊滅的であったため、大阪ＲＣが対応したところ、サンフランシスコＲＣ（９月10日）。ニューヨークＲＣ（9月11日）から、義援金各＄1,000が大阪ＲＣに届きました。そして9月16日にはＲＩより＄25,000の救援資金が届いたのでした。以後、東京への直接送金となった義援金の総額は＄89,800に達しました。

　送金を受けたクラブは、米国375、英国60、カナダ40、キューバ6、メキシコ4、オーストラリア３，オランダ、フランス、ＮＺ，パナマ各2。ペルー、南ア、フィリピン、ブラジル、ノルウェー、デンマーク各１、の16ヵ国、503クラブに及びました。

　東京ＲＣでは特別委員会を設けて、使途を検討した結果、孤児院建設に41.5％、東京。横浜の消失小学校188校への備品送呈に30％、消失産科医療病院の再建支援に11.2％、殉職警察官遺族への援助に17.3％となっています（ＲＩへの報告書による）。

　孤児院は東京市の要望を受け、旧孤児院の敷地内に180坪の鉄筋コンクリート２階建、事務室、保母室、裁縫室、集会室などとミシン15台を備えた、当時としては最新の施設で、「ロータリー・ホーム」と名付けて寄贈されました。（このホームは、戦時下のＲＣ解散に伴って東京市へ寄贈された後、東京空襲によって消滅したため現存していません）

　関東大震災は大きな被害をもたらしましたが、一方では、ロータリアンにも、世間一般の人々にも、ロータリーを見直すきっかけとなりました。

　東京ＲＣは、月１回の例会から、ＲＩの定款に基づいて毎週１回の例会を開くようになり、英文の週報を発行して世界から評価されるようになりました。

MINISTOCK　6４
　東京・大阪の２クラブしかなかった当時の日本は、ＲＩによる直轄地として無地区であったためガバナーも存在しませんでした。そこで1924年以降、特別コミッショナー（初代米山梅吉、二代井坂　孝(東京)、三代平生釟三郎〈大阪〉）を置いて、クラブ拡大に努めました。

　1924年、神戸RC誕生（スポンサー：大阪RC）、同年、名古屋RC誕生（スポンサー：東京RC），その後、京都RC (1925年)、横浜RC (1927＝昭和２年)、京城RC（1927年）、大連RC (1928年)、奉天RC (1929年) と続き，さらに、ハルピン(1930＝昭和5年)、台北(1931年) へと進展して行きました。

　国内の大都市にＲＣが広がるのはわかるとして、当時すでに日本の支配下にあった朝鮮，台湾だけでなく、満州深くに展開していたのは驚きです。

　これらの地域には広く日本人が進出していて、治世的な勢力としてだけではなく、農・工業指導、教育、建設、鉄道敷設など多方面で活動していたので、その地域の日本人会などを通じて、ロータリーが浸透しやすい背景があったものと考えられます。

MINISTOCK　6５
　1926年5月、全日本連合会第1回会合（5クラブ）が大阪で盛大に開催され、「このあまりの歓待を先例とされては後のものが迷惑する」と言われたほどだったようです。翌年10月、第2回会合（6クラブ）が東京で開かれ、上野美術館鑑賞、三越百貨店見物、明治神宮参拝、東京會舘晩餐会、帝国劇場観劇、箱根遊覧など盛りだくさんの行事だったようです。

　このとき、日本に地区設定の話し合いが行われ、第三代特別コミッショナー平生釟三郎がRIに地区設置の申請を強引に行ったところ、1928年に第70地区として承認されることになりました。わずか7クラブ（京城RCを含めて）の地域に地区が設定されるのは異例のことで、反発が強かったようですが、このころ世界各地でロータリー・クラブ誕生が相次いでいたこと、ようやく世界の一等国意識が芽生えていた日本の勢いが、これを進めたのでしょう。

　1928年は、RIがロータリー活動の４路線（Four Avenues of Service）を採択した年でした。

MINISTOCK　66
太平洋沿岸各国のRCが集まって国際親善を図るとともに、世界平和に貢献しようする大会が1926年5月にハワイのホノルルで開かれ、1928(昭和3)年10月、第2回大会が東京で開催されました。海外からの参加者のために、米国方面へ大洋丸を、豪州方面へ安芸丸を派遣して参加者を運びました。。

　海外からのビジターは親日家トム・サットン夫妻をはじめ109名(会員51名、家族58名)、国内参加者459名（会員233名、家族226)名）に上り、米山梅吉氏司会のもとに議事が進行されるとともに、全員が田中儀一首相主催の官邸での茶会に招かれ、晩餐会には東久邇宮殿下の臨席がありました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　この年、衆議院普通選挙法公布と治安維持法公布、金融恐慌が始まり、張作霖爆死事件以後関東軍の独走が始まるという不穏な世の中でしたが、ロータリーの国際大会は東京RCを中心に見事な運営でした。

　1929年4月、第70地区第1回地区大会が(第4回全日本連合会の開催予定地であった)京都で開かれました。

MINISTOCK　67
地区大会はその後、神戸(1930)、横浜(1931)、大阪(1932)、東京（1933）、名古屋(1934)、京都(1935)、神戸（1936)、札幌（1937）、京城（1938）、別府（1939)と、RI離脱まで継続されていました。

　ガバナーは、初代米山梅吉(1928~30)、第2代井坂　孝(1931~32)、第3代村田省三（1933~34）と続き、以後毎年交代となって現在に続いています。

　1931年、最初の地区協議会が京都で開催され、月信第1号が出されました。

　井坂ガバナーの2年間に広島、札幌、福岡にRCが新設され、クラブ拡大に熱意を燃やした村田ガバナーの2年間には、小樽、岡山、高雄(台湾)、門司、今治、旭川、函館、新京（満州〉、釜山〈朝鮮〉、帯広、岐阜、金沢、徳島の13クラブが誕生しました。

　村田ガバナーのもと地区協議会が1934年8月、高野山金剛峯寺で行われ、家族同伴も許されて100名あまりの出席者があったそうです。冷房のなかった当時としては最良の清涼境であり、横浜の有吉会長の「キリスト教時代よりロータリーの時代へ」という講演に参加者一同深い感銘を受けました。
MINISTOCK　68
　この時期の国際・社会情勢は平穏ではありませんでした。特高警察設置(1928)年）、世界金融恐慌始まる(1929年)、満州事変（1931年）、満州国成立（1932年）、5･15事件・犬養首相殺される（1932年）と軍国主義化が進んで、日・独が国際連盟を脱退（1933年）、ヒトラー総督就任（1934年）に至りました。

　折りしも1933（昭和8）年4月、第5回地区大会が東京で開催されました。家族を含む712名が参加し、日本工業倶楽部での議事の後、名誉会員の斉藤実首相による官邸茶会に招かれ、晩餐会には東久邇宮殿下のご臨席を得、また宮内庁の配慮による新宿御苑での満開の桜を楽しみ、華族会館で人気を博していた梅若万三郎の「安宅」などを鑑賞しました。

　この当時の第70地区には14のクラブがあり、そのうち大連、奉天、ハルピン，台北、京城の外地5クラブからも代表が参加していました。なお、時節がら華美な催し物を控え、家族の服装も目立たぬよう配慮したと東京RCの歴史に記録されています。

MINISTOCK　69
　マニラで開かれる第5回太平洋地域大会に出席するポール・ハリス夫妻が、その年のRI会長、R.I.ヒル夫妻とともに、1935年2月9日、横浜に到着しました。荒天のため船が予定よりも3日遅れ、わずか2日間の日本滞在だったようです。

　ハリスらは、帝国ホテルで記念植樹を行い、芝公園にある紅葉館で純日本式の午餐会に臨み，その夜は東京・横浜両RCの歓迎晩餐会に出席、名誉会員斉藤　実前首相、米山梅吉などの歓待を受けた後、忙しく船で神戸へ向かいました。

　京阪神での予定もすべてキャンセルとなり、2月10日午前中に京都を案内されたた後、京阪神３クラブ合同の午餐会が新大阪ホテルで開かれて､150名が参加しました。その夜、神戸港からあわただしく出帆されましたが、日本から大会に参加した14名が、マニラまで同行しました。

　ハリスは“He profits most who serves best.”に触れ，そのprofits はドルでもセントでもなく、人生のsomethingだと語ったそうです。シェルドンが強調した原意とロータリーの解釈はこのようにして違った方向を歩んでいったものと思われます。

MINISTOCK　70
　1935年7月、第7回地区大会が京都で開催されました（823名参加）。このとき、前年の高野山における地区協議会でも話題になったロータリーの日本化問題が討議されました。

討議内容は、英語圏以外の欧州でもロータリー用語の母国語化が行われていること、また、世界のロータリーがシカゴのRI事務局の指図で動いていること〈中央集権〉に問題があるとして、そこからの離脱、すなわちR.I.B.I.〈大英帝国・アイルランド内RI〉並みの自主性を獲得すること、などでした。

　神戸クラブからは、①用語に外国語の使用を避け、②集会等の外国語直訳を改め、③ロータリーの標語を邦訳し、④日本語のロータリー歌を作る、⑤新聞の協力を期待し、⑥大学に文献を提供して研究を依頼する、⑦ロータリーに関する懸賞論文を大学生から募集する、という提案がなされました。

　これらの提案は、RI会長代理としてこの地区大会に出席されたサットン元RI会長に申し入れられましたが、もとよりよい返事がある筈がありません。

